
２０２１年度全学ＦＤ研修実施報告 
 

 本学の全学FD研修は、「授業デザイン研修ワークショップ」と題した主に新任教員対象の研修です。とくに、シラバス

作成をテーマとして、2019 年度までは 1 日または 2 日間で集中的に実施されてきました。2020 年度より、効果を高める

ために実施方法が見直され、コロナ禍での実施となることから対面研修を避け、オンラインによるワークショップ研修が

開催されるようになりました。2021年度は感染防止に努めた対面研修の計画を立てましたが、結果、7月 9日の「話題提

供と座談会」のみ対面で、あとはオンラインでの開催となりました。 

2019年度に本委員会において、「摂南大学における FD研修」として、「教育に関する方針における課題を解決するため

には効率的・効果的な FD 研修とその実施計画の立案が必要とされる。そのため、現在各学部で実施されている FD 研修

を含め全学的に把握し直した上で、必要な研修メニューを洗い出し、研修計画と実施体制を検討していきたい。」という

旨の提案がなされました。 

一方で、「2021 年度の教育に関する方針」では、本学の学則にうたわれている教育の理念の実現を目的に、具体的な教

育方針や教員への依頼事項が示されています。これら取組み課題を達成するために、教員個人の自己研鑽が期待されるこ

とはもちろんのこと、「2021 年度の教育に関する方針」のキーワードを基に、効率的・効果的な実施のためには何らかの

組織的な研修の取組みが必要と考えました。なお、キーワードとしては、以下の通りです。 

・対面授業 ・アクティブラーニング ・ICT ツールの活用（ハイブリッド授業、反転授業） ・事前・事後学習課

題 ・インターンシップやプロジェクト型実践的学修 ・学生の意見・評価・要望に基づく授業改善 ・適切なシラバス

作成 

今年度は、2019 年度の本委員会における提案および上記キーワードを基に計画を立て、ABD 読書法ならびに反転授業

を実践している教員を囲んでの「座談会」を初の試みとして取り入れ、最終回の「協働でシラバスづくり」を目指しまし

た。なお、各回の担当講師はすべて本学教員であり、参加者には事前に学習動画の視聴を義務づけました。 

また、これまで実施の担当であった教育イノベーションセンターの教職員との共同実施となりました。 

 

 

                    
            

            

         
                    
                 

        
                    
                  

                  
                   

                    

                  
                   
            

                    
                  
                   
            

                    

              
                   
            

                    

                   
                   
        

   
                    
     
                  
                    
   
                 


